






































































適度な樹間を確保し、ポプラの樹形を強調
過度な剪定を必要としないよう走行車線との十分な離隔を確保する

【参考】部分解説図

潮来ICランプ内イメージ

●ランプ内は走行車から視認出来る指標性のある連絡施設テーマ木であるポプラを配植し、　

　ＩＣを印象付ける緑のランドマークを形成する

●垂直方向へと伸びるポプラの特徴的な樹形を活かした疎林植栽とする

●倒伏時に本線へ到達することがないよう、本線から十分な離隔を確保する

　目安はおおよそ20m程度とする。
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●ランプ内は特徴的な樹形を有し水辺を連想させる樹木であるシダレザクラ、シダレヤナギを用いる

●樹形を強調するため、単木での植栽を基本とする

●過度な剪定を必要としないよう走行車線との十分な離隔を確保する

（仮称）麻生ICランプ内イメージ


